
　　　　　　　　　　志・大塾　政治講座その３　　　　　　
　　　

【新潟県村上市の塩引き鮭】

（平成２８年４月



《村上藩の鮭の歴史》
　江戸時代、村上藩にとって鮭は大切な収入源でした。
　しかし、江戸の後期年々鮭漁が不漁となり深刻な事態をもたら
しました。
　そんな時、村上藩の侍、青砥武平次は、長年三面川の鮭の観
察を続けていました。「鮭は川で生まれ海で育ち、またその川に
産卵のために戻る回帰性を世界で初めて見つけ、鮭を保護し産
卵の手助けをすれば三面川に鮭を蘇らせることができる。」と考え
藩主に「三面川に鮭の産卵に適した分流を造れば鮭をまた増や
すことができる。」と提案したのです。
　そして、３０年に及ぶ川の大工事が始まったのです。
　そのおかげで鮭の養殖事業は見事成功し、村上は鮭のめぐみ
で豊かになり現代でもその恩恵は継続されているのです。
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公共事業の原点公共事業の原点





適者生存（ｓｕｒｖｉｖａｌ　ｏｆ　ｆｉｔｔｅｓｔ）

１　日本・地方は生き残れるか？

　　
　　　　　　１）極東アジアの動静・・・中国・台湾・北朝鮮・韓国に横たわる問題　

　　　　　　２）グローバル経済と日本経済・・・グローバル経済とローカル経済

　　　　　　３）食料とエネルギー・環境問題・・・ＴＰＰ・人口増加・ＣＯ２・原発

　　　　　　4）少子化と高齢化・・・価値観の多様化・環境の整備・医療・介護

　　　　　　５）教育・・・戦後教育の見直し・教育の多様化

　　　　　　



極東アジアの動静

　

　　１　中国・韓国・北朝鮮そして台湾・・・・地政学的関係・歴史問題

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　南京事件・従軍慰安婦

　　　　東シナ海と南シナ海・・・・日本の生命線と尖閣列島・竹島

　　



日韓親善友好の集いに参加して（平成２７年１０月）



日韓親善友好の集いに参加して（平成２７年１０月）



韓国密陽市の元市長と



日韓トンネル推進島根県民会議



台湾　台北市新店区を訪問して（平成２７年１１月）



　台北市新店区長ご夫妻と
　　　　（奥様が区長）



台湾新幹線に乗って（日本製であり乗り心地満点）



同行団とホテルにて



グローバル経済と日本経済

１　主要国のＧＤＰの比較（外需に依存する割合）

２　日本の経済の実態

３　高レベルな日本の技術

4　内需の拡大・充実　



食料とエネルギー・環境問題

• １　ＴＰＰと食の安全そして自給率

• ２　エネルギー資源の確保・・・化石エネルギーとＣＯ２そして原発と自然エネルギー

• ３　安全保障そして集団的自衛権　



少子化と高齢化

• １　価値観の多様化と環境の変化・・・・環境の整備と個人の生きざま

• ２　医療と介護・・・・公の責任と義務・ＴＰＰへの加入による変化



教育

１　戦後教育の見直し

２　教育制度の多様化・・・幼児教育と初等教育・高等教育・専門教育



結論・・・・適者生存（自立・自存）

• 激動の世界情勢で日本がそして地方が生き残るためにはその時代
に、環境に適した仕組み制度を変えていくことが必要である。

　　明治以来続けて来た東京一極集中を是正し、国と地方の役割を明
確にし国・地方の力を最大限引き出す。

　そのためには憲法を改正し地方自治法の見直しを行うべきと考える。


